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１事前の危機管理［予防］ 
（１）点検・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 
 ・計画的な点検の実施（授業を含めた教育活動等、週、⽉、学期） 
 ・事故等情報を⽣かした点検（地域からの情報等） 
 ・関係機関と連携した点検（消防設備等） 
（２）避難訓練 
 ・⽬的を明確化した訓練 
（３）教職員研修 
 ・学校安全の中核となる教員の育成と校内研修の充実 
（４）安全教育 
 ・安全に関する資質・能⼒の育成 
 ・教育活動を通した取組（学校近辺の危険箇所の指導） 
（５）①⼤地震避難経路・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５ 

②⼤地震発⽣時の対応について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６ 
（６）洪⽔・⼟砂災害発⽣時の避難確認・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７,８ 
（７）弾道ミサイル⾶来時の⾏動について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９ 
(８) 校外活動における移動の安全確保と危険未然防⽌対策・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ９ 

２個別の危機管理［命を守る⾏動］ 
 １学校医・学校⻭科医・学校薬剤師及び学校近隣医療機関⼀覧・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 
 ２近隣の総合病院・各機関・学⽣寮連絡先・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 
 ３応急⼿当を実施する際の留意点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11 
（１）事故等発⽣時の対応 

①授業中・部活動中の事故への対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12 
②校外活動中の事故への対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13 
③熱中症への対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14 

（２）不審者侵⼊への対応 
①校内への不審者侵⼊への対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15 
②学校周辺での不審者出没への対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16 

（３）交通事故への対応 
①登下校中の事故への対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17 
②公共交通機関利⽤中の事故への対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18 
③スクールバス搭乗中の事故への対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 19 

（４）⽕災発⽣時の対応 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20 
（５）気象災害への対応 

①台⾵への対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 21 
②⼤⾬による災害への対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 22 
③⼤雪への対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 23 
④雷への対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24 

（６）地震への対応 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25 
（７）感染症への対応 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・26 
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（８）学⽣寮の⾷中毒への対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 27  
（９）新たな危機事象への対応 

①弾道ミサイル発射に係る対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 28 
②学校に対する犯罪予告・テロへの対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 29 
③インターネット上の犯罪被害への対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 30 
④クマ出没への対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 31 

（10）学⽣寮での対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 32 
３事後の危機管理［復旧・復興］ 

（１）教育活動の継続・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 33 
（２）⽣徒の⼼のケア 
 ・健康観察によるストレス症状等の把握と対応・・・・・・・・・・・・・・  ・・・・・・・・・  34 
（３）調査・検証・報告・再発防⽌等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 35 
・情報の整理と保護者等への説明、対応 
・詳細調査への移⾏ 
・結果の公表・再発防⽌策 
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１事前の危機管理 
(１)点検 
  ①校内における危険個所等の抽出 

・計画的な点検の実施(授業を含めた教育活動等、週、⽉、学期) 
校内の施設・設備等(防⽕責任者)→学期ごとに年２~３回 
その他→⽇常的に活⽤している担当者か適宜、事務室・管理職等へ報告 

②校外の危険個所等の分析  
・事故等情報を⽣かした点検(地域からの情報等)  
・関係機関と連携した点検(消防設備等消防の点検→年１回) 
 

(２)避難訓練・防災訓練（  ⽬的を明確にした訓練） 
第１回:<5 ⽉実施>⽕災・地震を想定した避難経路の確認 (授業途中に実施)  
第２回:<2 ⽉実施>初期消⽕活動の訓練（消⽕器・消⽕栓の確認） 
※ 校外における学校⾏事等の避難経路については、引率者が現地到着後に必ず確認し、教員・⽣徒

に周知する。 
  

(３)教職員研修 
  ① 学校安全の中核となる教員の育成と校内研修の充実 
   ※ 校外における研修 
     県や国が主催する研修会への参加や講座の受講及び研修内容の共有 
   ※ 校内における研修 
    ア AEDを含む⼼肺蘇⽣法等の応急処置に関すること 
    イ 職員及び⽣徒の安全確保と安否確認の⽅法 
    ウ ⽣徒の⼼のケアに関すること 
    エ ⽣徒に対する安全・健康教育に関すること 
     (アレルギー等への対処⽅法、エピペン等の使⽤⽅法の確認) 
 
（４）安全教育 
 ①危険予測・危険回避能⼒育成 
ア 交通安全教室 
イ 情報モラル教室 
ウ ICT教育⽀援ツールを⽤いた簡単なWebテスト(防災知識の習得)  
 
②教育活動全体を通じた取組 

   ア 各教科等の取組(AEDを使⽤した⼼肺蘇⽣法実技講習会含む) 
   イ 地教委と連携した不審者情報の共有 
   ウ 地区交通安全協議会と連携した交通安全指導 
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１事前の危機管理 
 
（５）①⼤地震時避難経路 
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１事前の危機管理 
 
（５）②⼤地震の対応について 
 

１．在校中に⼤地震（⽯川町の震度が５強以上）が発⽣した場合の対応 
  ⅰ)スクールバス・路線バス及び J R⽔郡線が運休した場合 
    原則下校させず学校に留まらせる。 
    保護者が迎えに来た場合のみ帰宅させる。 
 
  ⅱ）J R⽔郡線飲みが運休の場合 
   ⽔郡線の代替バスを運⾏させ帰宅させる。 
 

２．在宅中に⼤地震が発⽣した場合の対応 
 ⽣徒は⾃宅に待機して学校からの連絡を待つ。 

 
 ３．登下校時に⼤地震が発⽣した場合の対応 
  ⽣徒は⾃宅か学校の近い⽅に避難する。 
   困った場合は近くの学校や住⺠に助けを求める。 
   各交通機関の乗務員の指⽰に従う。 
 

４．⼤地震発⽣時の家庭への緊急連絡について 
  ⅰ）緊急メールで配信 
  ⅱ）クラスルームで配信 
  ⅲ）各メディアで配信（ラジオや、テレビのテロップ） 
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１事前の危機管理 
 
（６） 洪⽔・⼟砂災害発⽣時の避難確認 
浸⽔深が⼤きく、施設全体が浸⽔するおそれがある場合、浸⽔継続時間が⻑く、⻑期的に孤⽴するお
それがある場合、家屋倒壊等氾濫想定区域に位置する場合は⽴ち退き避難（⽔平避難）する。⾃施設が
町の避難場所に指定されている場合は、施設内での待機（垂直避難）も選択肢の⼀つとなる。 当⽇の状
況に応じて避難場所を選択する。 
 
①⽴ち退き避難（⽔平避難）を⾏う場合 
⽴ち退き避難（⽔平避難）の場合の避難場所１（浸⽔想定区域外の関連施設等） 

種別 避難場所名称 移動距離 移動⼿段 
徒歩 ⾞両 

施設名（洪⽔） 総合体育館 1900 m 
      

70 台  ✔   ✔  
      

施設名（⼟砂災害：がけ崩れ・
⼟⽯流・地すべり） 

総合体育館 1900 m 
      

70 台  ✔   ✔  
      

 
⽴ち退き避難（⽔平避難）の場合の避難場所２（指定緊急避難場所） 

種別 避難場所名称 移動距離 移動⼿段 
徒歩 ⾞両 

施設名（洪⽔） 総合体育館前駐⾞場 1900 m 
      

70 台  ✔   ✔  
      

施設名（⼟砂災害：がけ崩れ・
⼟⽯流・地すべり） 

総合体育館前駐⾞場 1900 m 
      

70 台  ✔   ✔  
      

 
②屋内安全確保を⾏う場合 
屋内安全確保（垂直避難）の場合 

種別 建物名称 避難階 移動⼿段 

施設名（洪⽔） 学校法⼈⽯川義塾 ３〜４ 階 階段 

施設名（⼟砂災害：がけ崩れ・
⼟⽯流・地すべり） 

学校法⼈⽯川義塾 ３〜４ 階 階段 

※建物名称は、複数の建物がある場合や⽇頃⽤いている名称がある場合に記載する。 
※移動⼿段には、階段の利⽤、使⽤する資器材等を記載する。 
 
③近隣の安全な場所※ 
⽴ち退き避難（⽔平避難）、屋内安全確保（垂直避難）が困難な場合、近隣の安全な場所に避難する
ものとする。 
※指定緊急避難場所ではないが、標⾼の⾼い場所などの近隣のより安全な場所・建物等 
 

「⽯川町提出避難確保計画より」 
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１事前の危機管理 
 
避難経路 

避難場所までの避難経路は、次のとおりとする。 
避難場所については、避難訓練等により避難できることを確かめ、必要に応じ⾒直しするものとする。 

 

  
⽴ち退き避難 

屋内安全確保 
避難場所１ 避難場所２ 

洪⽔    総合体育館 総合体育館前駐⾞場 本施設１階 
⼟砂    総合体育館 総合体育館前駐⾞場 本施設１階 

 
 

 
 
 
 
 
※施設の位置、避難場所の位置、避難経路、移動⼿段（徒歩、⾃動⾞等）を記載 
避難場所については、避難訓練等により避難できることを確かめ、必要に応じ⾒直しするものとする。 
 

「⽯川町提出避難確保計画より」 
 
 
 

洪水    避難経路（→） 

本施設 

総合体育館及び 
総合体育館前駐⾞場 
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１事前の危機管理 
 
（７）弾道ミサイル⾶来時の⾏動について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「内閣官房国⺠保護ポータルサイトより」 
（８）校外活動における移動の安全確保と危険未然防⽌対策 

校外活動（修学旅⾏、遠⾜、部活動の遠征、校外学習等）における移動時の事故や災害を未然に防 
⽌するため、以下の対策を徹底する。 
 ① 移動⼿段の安全確保 
・（貸切バス・レンタカー・⾃家⽤⾞）を利⽤する際は、安全管理チェックシートを⽤いて、事前の確
認、当⽇の確認を徹底する。 
・（公共交通機関や徒歩移動）については、引率教員は事前に移動ルートの危険箇所（交通量の多い交
差点、歩道の狭い道路、⾒通しの悪い踏切等）を把握しておくこと。 
・（現地集合）については、移動⼿段、集合場所等を把握しておくこと。 

②リスクの調査 
・校外活動先における地域固有のリスク（⾃然災害、その他の事故・災害）を調査し、これを可能な限
り軽減するとともに、発⽣した際の対応、活動場所近くの施設（病院・警察署等）を活動に反映させる
こと。 
 ③連絡網の確認 
・引率教員間の連絡⽅法、緊急時の連絡体制を整備し、確実に機能するかを事前に確認すること。 

④ 状況に応じた計画の⾒直し 
・移動当⽇に気象警報の発表や公共交通機関の乱れが予想される場合は、管理職への迅速な報告のもと、
移動ルートの変更や活動の中⽌・延期を躊躇なく判断すること。 
 ⑤チェックリストによる確認を必ず⾏うこと（資料・別紙４） 
 
 

ミサイル警報
ジェイJアラート

ミサイル発射。ミサイル発射。ミサイルが発射
されたものとみられます。建物の中、又は地下
に避難して下さい。

対象地域：
〇〇県

0000年 00月 00日 00時 00分受信

国民保護に関する情報

爆風や破片などを避ける 爆風で割れた
窓ガラスなどを避ける

近くの建物の中
地下へ 物陰に身を隠す

地面に伏せ
頭部を守る

緊急一時避難施設※をはじめ、
コンクリート造り等の頑丈な建物
や地下街、地下駅舎等の地下施設
へ避難することが望ましいですが、
それ以外でも構いません。

※ 緊急一時避難施設：弾道ミサイル攻撃による爆風等からの直接の被害を
軽減するための一時的な避難に活用する観点から都道府県知事等が指定する施設。

弾道ミサイルが着弾した場合、激しい
爆風や破片などにより、身体へ大きな
被害を受ける可能性があります。

弾道ミサイルは、発射から
わずか10分もしないうちに
到達する可能性もあります。

10

国民保護 検索

または
または または

窓から離れる

窓がない部屋へ

弾道ミサイルが日本に飛来する可能性がある場合は、
Jアラートを通じて屋外スピーカーや携帯電話の緊急
速報メール等によりメッセージを流します。

メッセージが流れたら直ちに以下の行動をとってください
弾道ミサイルが上空を通過した場合など避難行動をとる必要がなくなった場合は、避難の呼びかけを解除します。

詳しくは、内閣官房国民保護ポータルサイトへ

その場で安全を確保し近くに建物がない場合はもしも
!

屋内
にいる場合にいる場合

屋外

緊急速報メール

政府からの発表
0000/00/00 00:00

OK

「ミサイル発射。ミサイル発射。
ミサイルが発射されたものとみ
られます。建物の中、又は地下
に避難して下さい。」

飛来時 行動の について
弾道ミサイル
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２個別の危機管理 
 
１ 学校医・学校⻭科医・学校薬剤師及び近隣医療機関⼀覧 

科 ⽒ 名 機関名 住所 電話番号 
（FAX番号） 

学校医 桜井 秀 桜井産婦⼈科 〒963-8014  
郡⼭市⻁丸町２３−１８ 024-932-1637 

学校⻭科医 森 絹代 ⽯川⻭科医院 
〒963-8861  
郡⼭市鶴⾒坦 2-17-14 サニーライフ
⽯川 2F 

024-923-8684 

学校薬剤師 川越健司 サンキュー薬局 〒963-7808 
⽯川郡⽯川町双⾥字本宮 71-1 0247-26-3911 

内科 ⽯川中央医院 〒963-7851  
⽯川郡⽯川町字新町 55 0247-26-2024 

内科 ⼤野診療所 〒963-7858  
⽯川郡⽯川町字下泉 171 0247-26-2615 

内科 ⽥中医院 〒963-7817  
⽯川郡⽯川町⽴ヶ岡 50 0247-26-3333 

内科 中島医院 〒963-7851  
⽯川郡⽯川町字新町 46-1 0247-26-3415 

整形外科 ⿃越整形外科 〒963-7807  
⽯川郡⽯川町形⾒字尾巻 184-1 0247-26-5050 

 
２ 近隣の総合病院 

機関名 電話番号 
ひらた総合病院 0247-55-3333 
須賀川病院 0248-75-2211 
⽩河厚⽣病院 0248-22-2211 

 
３ 各機関連絡先・各被害・事故の報告 

機関名 電話番号 
⽯川警察署 0247-26-2191 
⽯川消防署 0247-26-3161 
⽯川町役場 0247-26-2111 
県中保険事務所（総務） 0248-75-7800 

 
  
 

 
 
 

福島県私学法⼈課 024-521-7048 

４ 各寮の連絡先 
寮名 電話番号 

中⾕寮 0247-57-5706 
⼭形寮 0247-57-6251 
⿂⽔寮 0247-57-5111 
桜花寮 0247-57-5238 
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２個別の危機管理 
５ 応急⼿当を実施する際の留意点 
  突然倒れた場合などは「119番」に通報し救急⾞が到着するまでの間、その場で⼼肺蘇⽣等の⼀次 
救命処置が求められる。事故等の態様によっては救命処置が⼀刻を争うことを理解し、⾏動しなけれ 
ばならない。  
①被害⽣徒等の⽣命に関わる緊急事案については、管理職への報告よりも救命処置を優先させ迅速に 

対応する。 
②教職員は事故等の状況や被害⽣徒等の様⼦に動揺せず、またその他の児童⽣徒等の不安を軽減する  

ように対応する。 
③応急⼿当を優先しつつも、事故等の発⽣状況や事故等発⽣後の対応及びその結果について、適宜メ 
モを残すことを⼼掛け、対応が⼀段落した時点でメモを整理する（応援に駆けつけた教職員に対し、 
記録担当の 役割を指⽰する。 

 
 
 

「学校の危機管理マニュアル作成の⼿引」より 
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２個別の危機管理［命を守る⾏動］（１）事故発⽣時の対応

病院へ搬送
・担任、顧問または他の教職員が同行

・生徒の状況について対応責任者に報告

・保護者への状況説明（保護者が病院に来られない場合は症状や医師

の診断結果等を説明）

危機等

対策本部

生徒の安全を確保する
・生徒の安全確認

・生徒の安全な場所への避難・誘導

（必要に応じ、緊急アナウンス）

悪化していないか?

応急手当をする
・負傷の程度を見極めながら応急

手当を行う。

養護教諭

不在の場合現場近くの教職員

・必要に応じ学校医の指示を仰ぐ。

学校医 桜井産婦人科

TEL 0249-32-1637
救急搬送を要請する（１１９番通報）
・負傷者の人数や程度を把握する。

・救急隊到着までの間、安全な場所に移し応急手当をする。

救急搬送が必要か？

負傷した生徒はいるか？

事故現場に急行する

・担当教員又は顧問、若しくは生徒から事故の報告を受けた場合、可能な限り

複数人で現場に向かう。

・被害状況を把握する。

・校長、教頭、教務主任等に連絡する（学校全体の非常態勢準備）。

①授業中・部活動中の事故への対応

令和６年４月版

○事故に遭った生徒を迅速に救護する。

○事故に遭った生徒の保護者への適切な支援を行う。

○関係機関等と連携協力し再発防止策を講じる。

対応方針

□使用施設・設備・備品等の点検（定期・都度） □ 過去に起きた事故の確認

□ ＡＥＤの稼働点検 □ 事故発生時の対応訓練や避難訓練（確認を含む。）

□ 保護者への引渡しの確認

【事前の危機管理】

【発生時の危機管理】

事故発生

【事後の危機管理】へ

緊急対応本部

いない

いる

状況に応じ

□危機対応の検証 □再発防止策の検討 □報告書の作成 □教職員間での情報共有

□ 継続的な心のケア □ 危機管理マニュアルへの反映

【事後の危機管理】

悪化した

要しない
必要

落ち着いている

危機等発⽣！

負傷の有無の確認後の対応
・負傷した生徒の経過確認（養護教諭）

・保護者への連絡（担任） ・生徒の引渡し（担任、養護教諭）

・生徒の心のケア（ＳＣ等の要請）（担任）

・情報収集、記録作成（教頭）

・保護者への説明（説明会等の対応）（校長・教頭） ・報道対応（教頭）
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２個別の危機管理［命を守る⾏動］（１）事故発⽣時の対応

病院へ搬送
・担当教員または他の教職員が同行

・生徒の状況について対応責任者に報告

・保護者への状況説明（保護者が病院に来られない場合は症状や医師

の診断結果等を説明）

救急搬送を要請する（１１９番通報）
・負傷者の人数や程度を把握する。

・救急隊到着までの間、安全な場所に移し応急手当をする。

悪化していないか?

応急手当をする
・負傷の程度を見極めながら応急

手当を行う。

・必要に応じ最寄や周辺の医療機

関の指示を仰ぐ。

生徒の安全確保
・負傷生徒がいないか再確認

（事故を見て気分が悪くなった児童生徒が

いないかどうか等）

・生徒の安全な場所への避難・誘導

・活動の中止・変更を検討・指示（管理職等）

・教職員間での情報共有

・保護者へ周知

必要

救急搬送が必要か？

負傷した生徒はいるか？

事故現場に急行する

・担当教員又は顧問、若しくは生徒から事故の報告を受けた場合、校長、教頭、

教務主任等に連絡する。

・連絡を受けた校長、教頭、教務主任等は、事態や事故現場の

遠近等により、他の教職員を現場に向かわせる。

・被害状況を把握する。

・被害状況に応じ、非常時態勢準備

②校外活動中の事故への対応

令和６年４月版

○事故に遭った生徒を迅速に救護する。

○事故に遭った生徒の保護者への適切な支援を行う。

対応方針

□実施日にかけての気象情報を把握し、荒天が予想がされる場合は中止又は変更を検討
□学年または全生徒が参加する活動の場合は、実施場所の下見を行い、危険箇所を把握
□活動実施場所の最寄又は周辺の医療機関の場所、電話番号を把握 □避難場所及び避難経路の確保・確認

□緊急連絡体制（網）を教職員及び保護者間で確認・共有（宿泊を伴う場合は宿泊先の住所・電話番号を含む。）
□道路を集団で歩行する場合には管轄の警察署に申請・消防に連絡（マラソン大会）
□利用する交通手段（特に貸切バス等）の運行会社が安全基準を満たしているか、また乗車時の全員のシートベルト着用指導の計画がな

されているか確認

【事前の危機管理】

【発生時の危機管理】

事故発生

【事後の危機管理】へ

緊急対応本部
いない

いる

状況に応じ

□危機対応の検証 □再発防止策の検討 □報告書の作成 □教職員間での情報共有

□ 継続的な心のケア □ 危機管理マニュアルへの反映

【事後の危機管理】

悪化した

要しない

落ち着いている

危機等発⽣！

負傷の有無の確認後の対応
・負傷した生徒の経過確認（養護教諭）

・保護者への連絡（担任） ・生徒の引渡し（担任・養護教諭）

・生徒の心のケア（ＳＣ等の要請）（担任）

・情報収集、記録作成（教頭）

・保護者への説明（説明会等の対応）（校長・教頭） ・報道対応（教頭）

危機等

対策本部
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２個別の危機管理［命を守る⾏動］（１）事故発⽣時の対応

応急処置をする（救急車到着まで）
・積極的に体を冷やす。

・合併症がなければ現場での冷却を最優

先で行う。

・必要に応じ学校医の指示を仰ぐ。

学校医 桜井産婦人科

TEL 0249-32-1637

救急搬送を要請する（１１９番通報）
・負傷者の人数や程度を把握する。

・風通しのよい場所に移動させる。

病院へ搬送
・担任又は他の教職員が同行

・生徒の状況について対応責任者に

報告

・保護者への状況説明（保護者が病院に

来られない場合は症状や医師の診断結

果等を説明）

症状が改善したか？

応急処置をする
・風通しのよい涼しい場所（冷房のある部屋）へ避難させる。

・衣服をゆるめ体を冷やす。

・スポーツドリンクや経口補水液で水分と塩分を補給させる。

・熱けいれんの症状があるときには、濃いめの食塩水を補給させる。

・学校医等に連絡し、指示を受ける。

学校医 桜井産婦人科

TEL 0249-32-1637

症状が改善したか？

意識はしっかりしているか？

水分を自力で補給できるか？

③熱中症への対応

令和６年４月版

○あらかじめ気象情報を確認したりWBGT測定器を準備したりして環境条件を把握する。

○熱中症の疑いのある生徒が一人でも出た場合には、すぐに活動を中断し休憩をとる。

○熱中症を疑う症状がある生徒の状況を的確に判断し、適切な処置を行う。

対応方針

□暑さを避ける場所の確認・確保 □ 気象情報、熱中症予防情報の取得 □ WBGT測定器による計測

□ WBGT測定の結果による行事等の見直し・エアコンの稼働（中止・計画変更等） □ 保健指導の実施

□ 緊急搬送先（病院）の確認（校外活動の場合） □ 水分・塩分補給用のスポーツ飲料や経口補水液の準備

□ 冷水やタオル、うちわ等、体温冷却に使用するものの準備

【事前の危機管理】

【発生時の危機管理】

熱中症を疑う症状発症

緊急対応本部

ない・できない

いる・できる

状況に応じ

□危機対応の検証 □再発防止策の検討 □報告書の作成 □教職員間での情報共有

□ 保護者会の開催（複数の生徒が発症した場合等、状況に応じて） □ 危機管理マニュアルへの反映

【事後の危機管理】

しない・悪化した

した

・重症度を見極める。※Ⅱ度以上は病院搬送

【症状】

Ⅰ度 めまい、立ちくらみ、生あくび大量発汗、こむら返り 等

Ⅱ度 頭痛、嘔吐、倦怠感、虚脱感

Ⅲ度 意識障害、けいれん、手足の運動障害、高体温

した

改善しない場合は病院で経過観察

危機等発⽣！

その後の対応
・症状が完全に治まるまで安静にさせ、経過を観察

（養護教諭） 不在の場合（教頭）

・他に具合の悪い生徒がいないか確認（担任、顧問、担当教諭）

・保護者への連絡（担任） ・生徒の引渡し（担任・養護教諭）

・情報収集、記録作成（教頭）

・保護者への説明（説明会等の対応）（校長・教頭） ・報道対応（教頭）

危機等

対策本部
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２個別の危機管理［命を守る⾏動］（２）不審者侵⼊への対応

病院へ搬送
・担任または他の教職員が同行

・生徒の状況について対応責任者に報告

・保護者への状況説明（保護者が病院に来られ

ない場合は症状や医師の診断結果等を説明）

救急搬送を要請する

（１１９番通報）
・救急隊到着までの間の応急手当

負傷の有無の確認後の対応
・負傷した生徒の経過確認（養護教諭）

・保護者への連絡（担任） ・生徒の引渡し（担任・養護教諭）

・生徒の心のケア（ＳＣ等の要請）（担任）

・情報収集、記録作成（教頭）

・保護者への説明（説明会等の対応）（校長・教頭） ・報道対応（教頭）

危機等

対策本部

不審者情報の共有
・石川警察書生活安全課

TEL 0247-26-2191

案内する

負傷した生徒はいるか？

生徒の安全を確保する

・全校生徒への周知・避難誘導

緊急アナウンス 教頭・事務長 （不在の場合 教務主任）

誘導 各担任 （不在の場合 副担任）

・全校生徒の点呼、負傷の有無等の確認

全体掌握 教頭

・不審者による暴力の抑止、被害拡大の防止、移動阻止

警察（１１０番）に通報する

・通報者 教頭・事務長 （不在の場合 教務主任 ）

・教職員間で情報共有（連絡経路・体制は常時確認しておく）

退去したか？

退去を求める（複数人で対応）

・複数の教職員で対応（第一対応者は速やかに応援者を要請する。

もしくは周囲の教職員が駆け付ける。）

・危害を加えるおそれがあるか、凶器の所持等はあるかの確認

・校長、教頭、教務主任等に連絡する（学校全体の非常態勢準備）

①校内への不審者侵入への対応

令和６年４月版

○生徒に対する不審者からの危害が及ばないよう、生徒の安全を第一とする。

○不審者への対応は必ず複数人で対応する（一人では対応しない）。

○不審者が校内に侵入した場合は、速やかに警察に通報する。

対応方針

□防犯カメラの作動確認 □ 来校者用受付簿、名札 □ 校門、昇降口の施錠 □ 防御用設備の点検

□ 校内情報伝達体制の整備 □避難場所及び避難経路の確保・確認

□ 保護者への引渡しの確認 □ 福島県警察HP及び各市町HPから不審者情報を確認

【事前の危機管理】

【発生時の危機管理】

関係者以外の立ち入り

正当な理由あり

正当な理由なし

退去した

【事後の危機管理】へ

緊急対応本部

いない

いる

状況に応じ

□危機対応の検証 □再発防止策の検討 □報告書の作成 □教職員間での情報共有

□ 継続的な心のケア □ 危機管理マニュアルへの反映

【事後の危機管理】

正当な来校理由はあるか？

・来校者用名札を付けているか

・用件を答えられるか

退去しない

※状況により危機等

対策本部として対応

危機等発⽣！
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２個別の危機管理［命を守る⾏動］（２）不審者侵⼊への対応

負傷の有無の確認後の対応
・負傷した生徒の経過確認（養護教諭） ・保護者への連絡（担任） ・生徒の引き渡し（担任、養護教諭）

・生徒の心のケア（ＳＣ等の要請）（担任） ・情報収集、記録作成（教頭） ・保護者への説明（説明会等の対応）（校長、教頭）

・報道対応（教頭）

負傷した生徒はいるか？

登下校時の安全確保
・集団登下校の指導

・教職員等による巡回

・保護者及び地域ボランティアとの

見守り体制の強化

情報入手後の対応
・教職員間で情報共有

・生徒へ周知

・保護者や地域ボランティアへ周知

病院へ搬送
・担任または他の教職員が同行

・生徒の状況について対応責任者に報告

・保護者への状況説明（保護者が病院に来られ

ない場合は症状や医師の診断結果等を説明）

救急搬送を要請する（１１９番通報）
・救急隊到着までの間の応急手当

生徒の安全を確保する

・全校生徒への周知・避難誘導

緊急アナウンス 教頭 （不在の場合 事務長又は教務主任）

誘導 各担任 （不在の場合 副担任）

・全校児童生徒の点呼、負傷の有無等の確認

全体掌握 教頭

・不審者による暴力の抑止、被害拡大の防止、移動阻止

学校構内への侵入を防ぐ
・門扉や校舎の施錠確認及び巡回（生徒指導部、授業の空いている教員）

・不審者を発見、又は侵入を試みる様子がうかがえた場合、警察に通報

通報者 教頭・事務長 （不在の場合 教務主任）、若しくは発見者

・侵入しようとしている現場へ、複数の教職員が急行し多数で対応

②学校周辺での不審者出没への対応

令和６年４月版

○不審者情報を得た場合は生徒の安全を第一に不審者の校内への侵入を防ぐ。

○不審者が学校周辺を徘徊している場合は、速やかに警察に通報する。

○不審者情報を生徒に周知し、生徒自身に防犯の意識付けをする。

対応方針

□校門、昇降口等出入口の施錠 □ 福島県警察HP及び各市町村HPから不審者情報を確認

□ 校内情報伝達体制の整備 □避難場所及び避難経路の確保・確認

□ 保護者等への引渡し方法確認 □ 警察、地域ボランティア、保護者との連絡体制の確認

【事前の危機管理】

【発生時の危機管理】

不要

必要

【事後の危機管理】へ

緊急対応本部

いない

いる

状況に応じ

危機等

対策本部

□不審者情報の収集(逮捕情報等） □ 関係機関への報告書作成 □ 危機対応の検証

□継続的な心のケア □ 危機管理マニュアルへの反映

【事後の危機管理】

緊急的な対応が必要か？

・生徒に危害を加える可能性が高いか

・凶器を持っている可能性が高いか等学校周辺に不審者情報ありとの第一報
危機等発⽣！

不審者情報の共有
・石川警察書生活安全課

TEL 0247-26-2191
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２個別の危機管理［命を守る⾏動］（３）交通事故への対応

負傷の有無の確認後の対応
・生徒の安全確認（現場対応教員）

（他に負傷した生徒はいないか）

・教職員間での情報共有（教頭）

・生徒への周知（生徒指導部）

・保護者への周知（担任）

病院へ搬送
・担任または他の教職員が同行

・生徒の状況について対応責任者に報告

・保護者への状況説明（保護者が病院に来られ

ない場合は症状や医師の診断結果等を説明）

応急手当をする
・救急隊到着までの間、安全な場所に移し応急手当をする。

救急搬送を要請する（１１９番通報）
・負傷者の人数や程度を把握する。

・対応責任者（校長）に報告する。

生徒は負傷しているか？

現場に（病院を含む）に急行する

・担当教員又は顧問、若しくは生徒から事故の報告を受けた場合、校長、教

頭等に連絡する。

・連絡を受けた校長、教頭は、事態や事故現場の遠近等により、他の教職員を

現場に向かわせる。

・被害の状況把握 ・生徒を安全な場所に誘導

①登下校中の交通事故（被害）への対応

令和６年４月版

○事故に遭った生徒を迅速に救護する。

○事故に遭った生徒の心身のケアを図る。

○関係機関等と連携し事故再発防止策を実施するとともに、生徒の指導を充実させる。

対応方針

□登下校方法の把握 □通学路の安全点検 □交通事故多発箇所の把握

□生徒への交通安全講習等の実施 □生徒による通学路危険箇所の確認

□ 保護者、警察、地域ボランティアとの連絡体制の確認

【事前の危機管理】

【発生時の危機管理】

交通事故発生

負傷していない

【事後の危機管理】へ

緊急対応本部

状況に応じ

□危機対応の検証 □再発防止策の検討 □報告書の作成 □教職員間での情報共有

□ 継続的な心のケア □ 交通安全講習等への反映 □危機管理マニュアルへの反映

【事後の危機管理】

負傷している

※状況により危機等

対策本部として対応

危機等発⽣！

負傷の有無の確認後の対応
・負傷した生徒の経過確認（養護教諭）

・保護者への連絡（担任） ・生徒の引渡し（担任・養護教諭）

・生徒の心のケア（ＳＣ等の要請）（担任）

・情報収集、記録作成（教頭）

・保護者への説明（説明会等の対応）（校長・教頭） ・報道対応（教頭）

危機等

対策本部
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２個別の危機管理［命を守る⾏動］（３）交通事故への対応

病院へ搬送
・担任又は他の教職員が同行

・生徒の状況について対応責任者に報告

・保護者への状況説明（保護者が病院に来られ

ない場合は症状や医師の診断結果等を説明）

応急手当をする
・救急隊到着までの間、安全な場所に移し応急手当をする。

救急搬送を要請する（１１９番通報）
・負傷者の人数や程度を把握する。

・対応責任者（校長）に報告する。

生徒は負傷しているか？

現場に（病院を含む）に急行する

・担当教員又は顧問、若しくは生徒から事故の報告を受けた場

合、校長、教頭等に連絡する。

・連絡を受けた校長、教頭は、事態や事故現場の遠近等により、

他の教職員を現場に向かわせる。

・被害の状況把握 ・生徒を安全な場所に誘導

・生徒の心身の状態を確認し安全確保に努める。

②公共交通機関利用中の事故への対応

令和６年４月版

○事故に遭った生徒の安否を確認する。

○事故に遭った生徒の心身のケアを図る。

○保護者や関係機関等と連携し生徒の安全確保に努める。

対応方針

□公共交通機関の状況把握（工事による不通区間、混雑時間帯等）

□ 生徒の公共交通機関利用者の把握 □ 公共交通機関の緊急連絡先の確認

□生徒への事故発生対応訓練の実施 □ 生徒への公共交通機関利用マナー講習の実施

【事前の危機管理】

【発生時の危機管理】

バス・電車等の公共交通機関の事故発生

（自校生徒が利用している、又は利用している可能性が高い）

負傷していない

【事後の危機管理】へ
状況に応じ

危機等

対策本部

□危機対応の検証 □再発防止策の検討 □報告書の作成 □教職員間での情報共有

□ 継続的な心のケア □ 危機管理マニュアルへの反映

【事後の危機管理】

負傷している

※状況により危機等

対策本部として対応

当該公共交通機関利用生徒の

安否確認
・名簿等との照合により、既に事故に巻き込ま

れた可能性のある生徒以外にも当該公共交通

機関を利用している者の安否を確認する。

緊急対応本部

危機等発⽣！

負傷の有無の確認後の対応
・負傷した生徒の経過確認（養護教諭）

・保護者への連絡（担任） ・生徒の引渡し（担任・養護教諭）

・生徒の心のケア（ＳＣ等の要請）（担任）

・情報収集、記録作成（教頭）

・保護者への説明（説明会等の対応）（校長・教頭） ・報道対応（教頭）

負傷の有無の確認後の対応
・生徒の安全確認（現場対応教員）

（他に負傷した生徒はいないか）

・教職員間での情報共有（教頭）

・生徒への周知（生徒指導部）

・保護者への周知（担任）
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２個別の危機管理［命を守る⾏動］（３）交通事故への対応

負傷の有無の確認後の対応
・負傷した生徒の経過確認（養護教諭）

・生徒の登下校手段の確保（教頭）

・保護者への連絡（担任） ・生徒の引渡し（担任）

・生徒の心のケア（ＳＣ等の要請）

・情報収集、記録作成（教頭）

・保護者への説明（説明会等の対応）（校長、教頭） ・報道対応（教頭）

生徒は負傷しているか？

教職員が現場に急行する
・複数人で急行する。

・被害状況を把握する。

・乗車生徒の保護者へ連絡する。

・管理職へ報告する。

病院へ搬送
・担任または他の教職員が同行する。

・生徒の状況について管理職に報告する。

・保護者への状況説明（保護者が病院に来られ

ない場合は症状や医師の診断結果等を説明）

応急手当をする
・救急隊到着までの間、安全な場所に移し応急手当をする。

救急搬送を要請する（１１９番通報）
・負傷者の人数や程度を把握する。

・対応責任者（校長）に報告する。

生徒は負傷しているか？

安全な場所にバスを停車する

・安全な場所にバスを移動させる。 ・被害状況を把握する。

・生徒を安全な場所に誘導するか、状況により車中待機させる。

・警察に通報する。 ・学校に事故状況を報告する。

③スクールバス搭乗中の事故への対応

令和６年４月版

○事故に遭った生徒を迅速に救護する。

○関係機関等と連携し事故再発防止策の改善を図るとともに、生徒の指導を充実させる。

対応方針

□バスの安全点検 □ 交通事故多発箇所の把握 □ 送迎場所の安全確認

□委託業者との危機発生時の対応マニュアルの確認 □ 保護者への引渡し方法の確認

□ スクールバス運行不能時の代替交通手段の確認

【事前の危機管理】

【発生時の危機管理】

交通事故発生 危機等発⽣！

負

傷
し

て

い

な
い

緊急対応本部

状況に応じ

危機等

対策本部

□危機対応の検証 □再発防止策の検討 □報告書の作成 □教職員間での情報共有

□ 負傷した生徒の経過確認 □ 継続的な心のケア □ 危機管理マニュアルへの反映

【事後の危機管理】

負傷している

負

傷
し

て

い

な
い

負
傷

し

て

い
る
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２個別の危機管理［命を守る⾏動］（４）⽕災発⽣時の対応

安全確保後の対応

施設・設備等の点検

生徒の安全確保

病院へ搬送
・担任又は他の教職員が同行

・生徒の状況について対応責任者に報告

・保護者への状況説明（保護者が病院に来られない場合は症状や医師

の診断結果等を説明）

消防隊への引き継ぎと救急搬送
・出火場所、燃焼範囲、危険物の確認（教頭）

・逃げ遅れた者の確認（全教員）

・負傷者の確認（養護教諭・教頭）

悪化していないか? 落ち着いている

避難誘導
・火元に近い生徒・煙の充満が

予想される場所にいる生徒が

混雑を理由に逃げ遅れないよ

うに連携を図りながら校庭（体

育館）に誘導する。

・誘導（教科担任）

※休み時間（担任）

・廊下・階段での誘導・整列補

・自動火災報知器の作動→受信機による発生場所の確認 ・発見者は大声で叫ぶ。（近くの火災報知機のボタンを押し、発生を周知）

・校内放送で発生場所の伝達をする。（教頭・事務長）

負傷の有無の確認後の対応
・負傷した生徒の経過確認（養護教諭）

・保護者への連絡（担任） ・生徒の引渡し（担任）

・生徒の心のケア（ＳＣ等の要請）

・施設・設備等の被害確認

・休校、授業の早期終了、開始遅延を判断

・情報収集、記録作成（教頭）

・保護者への説明（説明会等の対応）（校長、教頭） ・報道対応（教頭）

救急搬送が必要か？

令和６年４月版

○生徒の安全を第一に早期に対応する。

○生徒を迅速に安全な場所へ避難させる。

対応方針

□学校防災体制の整備 □生徒、保護者、教職員への緊急連絡体制整備
□ 避難場所及び避難経路の確保・確認 □ 防災教育・避難（防災）訓練の実施
□ 学校の臨時休校、授業開始時期の遅延、早期下校等の検討
□ 学校行事、校外活動の中止・計画の変更の検討 □ 保護者への引渡しの確認
□ 夜間・休日等の対応 □ 学校設備の点検等

【事前の危機管理】

【発生時の危機管理】

火 災 発 生

危機等

対策本部

□危機対応の検証 □再発防止策の検討 □報告書の作成 □教職員間での情報共有
□ 継続的な心のケア □ 危機管理マニュアルへの反映 □ 破損した施設・設備の修繕計画作成
□ 防災教育（振り返り）の実施

【事後の危機管理】

必要

要しない

悪化した

緊急対応本部危機等発⽣！

応急手当
・負傷の程度を見極めながら応急手当を行う。

養護教諭 不在の場合（教頭）

・必要に応じ学校医の指示を仰ぐ。

学校医 桜井産婦人科

TEL 0249-32-1637

学校敷地内での火災への対応

１１９番通報
・出火場所、負傷の人数や程度について報告する。

・負傷者がいる場合、安全な場所に移し応急手当をする。

初期消火・負傷者の救出
・初期消火・指導にあたる。（現場近く教員・生徒）

・初期消火限界の判断・避難指示（現場近く教員）
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２個別の危機管理［命を守る⾏動］（４）気象災害への対応

救急搬送を要請する（１１９番通報）
・負傷者の人数や程度を把握する。

・救急隊到着までの間、安全な場所に移し応急手当をする。
悪化していないか?

応急手当をする
・負傷の程度を見極めながら応急

手当を行う。

養護教諭 不在の場合教頭

・必要に応じ学校医の指示を仰ぐ。

学校医 桜井産婦人科

TEL 0249-32-1637

救急搬送が必要か？

生徒の安全確保
・生徒が当該施設・設備

に近づかないようにする。

施設・設備等の点検負傷した生徒はいるか？

安全確保後の対応
・ 施設・設備

事務長

不在の場合 教頭

破損した施設・設備等

はあるか？

負傷の有無の確認後の対応
・負傷した生徒の経過確認（養護教諭）

・保護者への連絡（担任） ・生徒の引渡し（担任）

・生徒の心のケア（ＳＣ等の要請）（担任）

・施設・設備等の被害確認

・休校、授業の早期終了、開始遅延を判断

・情報収集、記録作成（教頭）

・保護者への説明（説明会等の対応）（校長、教頭） ・報道対応（教頭）

病院へ搬送
・担任又は他の教職員が同行

・生徒の状況について対応責任者に報告

・保護者への状況説明（保護者が病院に来られない場合は症状や

医師の診断結果等を説明）

①台風への対応

令和６年４月版

○生徒の安全を第一に早期に対応する。

○生徒を迅速に安全な場所へ避難させる。

対応方針

□台風情報や警報・注意報等の最新の各種防災気象情報の確認 □避難場所及び避難経路の確保・確認
□ 学校防災体制の整備 □ 生徒、保護者、教職員への緊急連絡体制整備 □防災教育の実施
□学校の臨時休校、授業開始時期の遅延、早期下校等の検討
□ 公共交通機関の運行情報を確認（運休が計画されているか等）
□ 学校行事、校外活動の中止・計画の変更の検討 □ 保護者への引渡しの確認 □ 学校設備の点検等

【事前の危機管理】

【発生時の危機管理】

台風被害の発生

いない

【事後の危機管理】へ

危機等

対策本部

□危機対応の検証 □再発防止策の検討 □報告書の作成 □教職員間での情報共有
□ 継続的な心のケア □ 危機管理マニュアルへの反映 □ 破損した施設・設備の修繕計画作成
□ 防災教育（振り返り）の実施

【事後の危機管理】

ない
ある

必要

要しない

悪
化

し

た

落

ち
着

い

て

い
る

いる

危機等発⽣！
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２個別の危機管理［命を守る⾏動］（４）気象災害への対応

生徒の安全確保
・生徒が当該施設・設備

に近づかないようにする。

破損した施設・設備等

はあるか？

救急搬送を要請する（１１９番通報）
・負傷者の人数や程度を把握する。

・救急隊到着までの間、安全な場所に移し応急手当をする。
悪化していないか?

施設・設備等の点検負傷した生徒はいるか？

大雨による災害（土砂災害・浸水害・洪水害）の発生

安全確保後の対応
・事務長

不在の場合 教頭

救急搬送が必要か？

病院へ搬送
・担任又は他の教職員が同行

・生徒の状況について対応責任者に報告

・保護者への状況説明（保護者が病院に来られない場合は症状や医師

の診断結果等を説明）

②大雨による災害（土砂災害・浸水害・洪水害）への対応

令和６年４月版

○生徒の安全を第一に早期に対応する。

○生徒を迅速に安全な場所へ避難させる。

対応方針

□警報・注意報、大雨による災害（土砂災害・浸水害・洪水害）に関する最新の各種防災気象情報の確認
□避難確保計画の作成（洪水浸水想定区域、土砂災害警戒区域に該当する場合）
□ 学校防災体制の整備 □ 生徒、保護者、教職員への緊急連絡体制整備 □防災教育の実施
□学校の臨時休校、授業開始時期の遅延、早期下校等の検討 □ 避難場所及び避難経路の確保・確認
□ 学校行事、校外活動の中止・計画の変更の検討 □ 保護者への引渡しの確認 □ 学校設備の点検等

【事前の危機管理】

【発生時の危機管理】

いない

【事後の危機管理】へ

危機等

対策本部

□危機対応の検証 □再発防止策の検討 □報告書の作成 □教職員間での情報共有
□ 継続的な心のケア □ 危機管理マニュアルへの反映
□ 破損した施設・設備の修繕計画作成 □ 防災教育（振り返り）の実施

【事後の危機管理】

ない
ある

必要

要しない

悪
化

し

た

落

ち
着

い

て

い
る

いる

危機等発⽣！

応急手当をする
・負傷の程度を見極めながら応急

手当を行う。

養護教諭

不在の場合 現場教職員

・必要に応じ学校医の指示を仰ぐ。

学校医 桜井産婦人科

TEL 0249-32-1637

負傷の有無の確認後の対応
・負傷した生徒の経過確認（養護教諭）

・保護者への連絡（担任） ・生徒の引渡し（担任）

・生徒の心のケア（ＳＣ等の要請）（担任）

・施設・設備等の被害確認

・休校、授業の早期終了、開始遅延を判断

・情報収集、記録作成（教頭）

・保護者への説明（説明会等の対応）（校長、教頭） ・報道対応（教頭）
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２個別の危機管理［命を守る⾏動］（４）気象災害への対応

安全確保後の対応
・（施設・設備）

事務長

生徒の安全確保
・生徒が当該施設・設備

に近づかないようにする。

負傷の有無の確認後の対応
・負傷した生徒の経過確認（養護教諭） ・保護者への連絡（担任）

・生徒の引渡し（担任、養護教諭） ・生徒の心のケア（ＳＣ等の要請）

・施設・設備等の被害確認 ・休校、授業の早期終了、開始遅延を判断

・情報収集、記録作成（教頭） ・保護者への説明（説明会等の対応）（校長、教頭） ・報道対応（教頭）

保護者・関係機関への連絡

病院へ搬送
・担任又は他の教職員が同行

・生徒の状況について対応責任者に報告

・保護者への状況説明（保護者が病院に来られない場合は症状や医師

の診断結果等を説明）

救急搬送を要請する（１１９番通報）
・救急隊到着までの間、安全な場所に移し応急手当をする。

救急搬送が必要か？

負傷した生徒はいるか？

登下校中の生徒の安全確認
・負傷者の人数や程度を把握する。

・学生寮の生徒の登校手段を確認する。

臨時休校等にするか？

悪化していないか?

破損した施設・設備等

はあるか？

③大雪への対応

令和６年４月版

○生徒の安全を第一に早期に対応する。

○生徒を迅速に安全な場所へ避難させる。

対応方針

□大雪警報・注意報等の最新の防災気象情報の確認 □避難場所及び避難経路の確保・確認
□ 学校防災体制の整備 □ 児童生徒、保護者、教職員への緊急連絡体制整備 □防災教育の実施
□学校敷地内、通学経路の降雪・積雪状況の確認
□ 学校の臨時休校、授業開始時期の遅延、早期下校等の検討
□ 学校行事、校外活動の中止・計画の変更の検討 □ 保護者への引渡しの確認 □ 学校設備の点検等

【事前の危機管理】

【発生時の危機管理】

大雪の発生（見込みの場合を含む）

する（休校等）

しない（授業あり）

【事後の危機管理】へ

危機等

対策本部

□危機対応の検証 □再発防止策の検討 □報告書の作成 □教職員間での情報共有
□ 継続的な心のケア □ 危機管理マニュアルへの反映 □ 破損した施設・設備の修繕計画作成
□ 防災教育（振り返り）の実施

【事後の危機管理】

ない

必要

要しない

悪
化

し

た

いない

いる

ある

落

ち
着

い

て

い
る

危機等発⽣！

応急手当をする
・負傷の程度を見極めながら応急

手当を行う。

養護教諭

不在の場合 現場教職員

・必要に応じ学校医の指示を仰ぐ。

学校医 桜井産婦人科

TEL 0249-32-1637
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２個別の危機管理［命を守る⾏動］（４）気象災害への対応

安全確保後の対応

（施設・設備）

事務長

不在の場合 教頭

生徒の安全確保
・生徒が当該施設・設備

に近づかないようにする。

救急搬送を要請する（１１９番通報）
・負傷者の人数や程度を把握する。

・救急隊到着までの間、安全な場所に移し応急手当をする。
悪化していないか?

応急手当をする
・負傷の程度を見極めながら応急

手当を行う。

養護教諭

不在の場合 現場教職員

・必要に応じ学校医の指示を仰ぐ。

学校医 桜井産婦人科

TEL 0249-32-1637

要しない

施設・設備等の点検負傷した生徒はいるか？

救急搬送が必要か？

破損した施設・設備等

はあるか？

負傷の有無の確認後の対応
・負傷した生徒の経過確認（養護教諭）

・保護者への連絡（担任） ・生徒の引渡し（担任、養護教諭）

・生徒の心のケア（ＳＣ等の要請）

・施設・設備等の被害確認

・休校、授業の早期終了、開始遅延を判断

・情報収集、記録作成（教頭）

・保護者への説明（説明会等の対応）（校長、教頭） ・報道対応（教頭）

病院へ搬送
・担任または他の教職員が同行

・生徒の状況について対応責任者に報告

・保護者への状況説明（保護者が病院に来られない場合は症状や医師

の診断結果等を説明）

令和６年４月版

○生徒の安全を第一に早期に対応する。

○生徒を迅速に安全な場所へ避難させる。

対応方針

□雷注意報やレーダー・ナウキャスト等の最新の防災気象情報の確認 □ 避難場所及び避難経路の確保・確認
□ 学校防災体制の整備 □ 生徒、保護者、教職員への緊急連絡体制整備 □防災教育の実施
□校庭等校舎外にいる生徒の屋内への避難誘導
□ 学校の臨時休校、授業開始時期の遅延、早期下校等の検討
□ 学校行事、校外活動の中止・計画の変更の検討 □ 保護者への引渡しの確認 □ 学校設備の点検等

【事前の危機管理】

【発生時の危機管理】

雷被害の発生

いない

【事後の危機管理】へ

危機等

対策本部

□危機対応の検証 □再発防止策の検討 □報告書の作成 □教職員間での情報共有
□ 継続的な心のケア □ 危機管理マニュアルへの反映 □ 破損した施設・設備の修繕計画作成
□ 防災教育（振り返り）の実施

【事後の危機管理】

ない
ある

必要

悪
化

し

た

落

ち
着

い

て

い
る

いる

危機等発⽣！

④雷への対応
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２個別の危機管理［命を守る⾏動］（６）地震への対応

安全確保後の対応

施設・設備等の点検

生徒の安全確保

病院へ搬送
・担任又は他の教職員が同行

・生徒の状況について対応責任者に報告

・保護者への状況説明（保護者が病院に来られない場合は症状や医師

の診断結果等を説明）

救急搬送を要請する（１１９番通報）
・負傷者の人数や程度を把握する。

・救急隊到着までの間、安全な場所に移し応急手当をする。

悪化していないか?

落ち着いている

避難誘導
・揺れが収まり次第、防災

マニュアルの避難経路に

準じて、校庭（体育館）に

誘導する。

地 震 発 生

負傷の有無の確認後の対応
・負傷した生徒の経過確認（養護教諭）

・保護者への連絡（担任） ・生徒の引渡し（担任）

・生徒の心のケア（ＳＣ等の要請）

・施設・設備等の被害確認

・休校、授業の早期終了、開始遅延を判断

・情報収集、記録作成（教頭）

・保護者への説明（説明会等の対応）（校長、教頭） ・報道対応（教頭）

救急搬送が必要か？

負傷した生徒はいるか？

令和６年４月版

○生徒の安全を第一に早期に対応する。

○生徒を迅速に安全な場所へ避難させる。

対応方針

□学校防災体制の整備 □生徒、保護者、教職員への緊急連絡体制整備
□ 避難場所及び避難経路の確保・確認 □ 防災教育・避難（防災）訓練の実施
□ 学校の臨時休校、授業開始時期の遅延、早期下校等の検討
□ 学校行事、校外活動の中止・計画の変更の検討 □ 保護者への引渡しの確認
□ 夜間・休日等の対応 □ 学校設備の点検等

【事前の危機管理】

【発生時の危機管理】

緊急地震速報

いない

いる

危機等

対策本部

□危機対応の検証 □再発防止策の検討 □報告書の作成 □教職員間での情報共有
□ 継続的な心のケア □ 危機管理マニュアルへの反映 □ 破損した施設・設備の修繕計画作成
□ 防災教育（振り返り）の実施

【事後の危機管理】

必要

要しない

悪化した

緊急対応本部

危機等発⽣！

応急手当をする
・負傷の程度を見極めながら応急

手当を行う。

養護教諭 不在の場合（教頭）

・必要に応じ学校医の指示を仰ぐ。

学校医 桜井産婦人科

TEL 0249-32-1637

地震への対応
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２個別の危機管理［命を守る⾏動］（７）感染症への対応

その後の対応
・生徒の経過確認 ・教職員間での情報共有

・学校医、保健所等の関係機関への連絡（教頭）

・生徒、保護者への周知（教頭）

・情報収集、記録作成（教頭） ・報道対応（教頭）

・学校等欠席者・感染症情報システムへの入力（担任、養護教諭）

臨時休業等の後の対応
・り患者の経過確認（担任）

・り患状況が落ち着いてきたら、教育再開

に向けた準備（教頭、教務主任）

危機等

対策本部

緊急対応本部

出席停止・臨時休業の検討
・校内の発症者の把握

・学校医、保健所、私学法人課等への報告

※食中毒の疑いの場合も想定し、体制を整

える

第１種感染症・結核・

麻しん、風しんか？
集団発生しているか？

病院へ搬送
・担任又は他の教職員が同行

・受診結果の確認

・生徒の状況について対応責任者に報告

・保護者への状況説明（保護者が病院に来られない場合は症状や

医師の診断結果等を説明）

応急処置を行う
・安静な場所に生徒を移動させる。

・必要に応じ学校医の指示を仰ぐ。

学校医 桜井産婦人科 TEL 0249-32-1637

感染症（新型コロナウイルス感染症以外）への対応

令和６年４月版

○学校において予防すべき感染症について理解するとともに対応のための体制を整備する。

○感染症の集団発生が疑われる場合、関係機関と連携し原因究明と再発防止に努める。

○感染症のまん延を防止するため、出席停止や臨時休業を行うなど適切な措置を講じる。

対応方針

□生徒に対する保健指導（手洗いの励行、衣服の清潔、予防接種の理解、自主的な欠席、保護者への啓発）

□ 教職員による健康観察 □ 地域における感染症の発生及び流行状況の把握

□ 健康診断の結果の把握（結核、寄生虫卵検査、予防接種） □ 校外活動時の留意事項の確認

□ 学校環境衛生管理の実施（飲料水、教室内の空気環境、日常点検・定期検査の実施）

□ 校内の消毒や便・吐物の処理に使用する衛生資材の準備

【事前の危機管理】

【発生時の危機管理】

感染症が疑われる症状発症

状況に応じ

□健康診断の実施 □環境衛生検査の実施 □再発防止策の検討 □ 報告書の作成（状況による）

□ 教職員間での情報共有 □ 保護者への通知 □学校保健計画等への反映 □ 危機管理マニュアルへの反映

【事後の危機管理】

していない

している

危機等発⽣！
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２個別の危機管理［命を守る⾏動］（８）⾷中毒への対応

その後の対応
・生徒の健康状態を確認し、発症者数を確認（舎監、担任、養護教諭）

・生徒の経過確認（舎監、担任、養護教諭）

・学校医、保健所等の関係機関へ連絡し、指示を受ける（養護教諭）

・トイレ、床、手すり、ドアノブ等の消毒（舎監、用務員）

・保護者への連絡（担任） ・情報収集、記録作成（教頭）

・報道対応（教頭） ・学校等欠席者・感染症システムへの入力（担任、養護教諭）

病院へ搬送
・病状について詳しく伝えられる担任又は

他の教職員が同行

・搬送先の病院を確認し、状況について

対応責任者に報告（同行者）

・保護者への状況説明（保護者が病院に

来られない場合は症状や医師の診断結

果等を説明）

応急処置を行う
・生徒を安静な場所に移動させる

・水分等を補給させる

救急搬送を要請する（１１９番通報）

感染症を疑う
「感染症への対応」ページを参照

悪化していないか？

応急処置を行う
・生徒を安静な場所に移動させる

・水分等を補給させる

令和６年４月版

○調理場においては、衛生管理基準に基づき調理を行う。

○学校においては、寮生の健康管理を行い、施設・設備の衛生管理を行う。

〇食中毒の集団発生が疑われる場合、関係機関と連携して原因究明と再発防止に努める。

対応方針

□衛生管理を徹底するための体制整備とその適切な運用

□ 日常・定期及び臨時の衛生検査の実施

□ 生徒及び教職員の健康管理

□ 生徒に対する健康教育（食に関する指導）の実施

□ 各寮の施設・設備（配膳室や配膳台等）の衛生管理

□ 生徒の嘔吐物のため汚れた食器具の処理に使用する衛生資材の準備

【事前の危機管理】

【発生時の危機管理】

□危機対応の検証 □再発防止策の検討 □報告書の作成 □教職員間での情報共有

□ 健康観察の実施 □臨時衛生検査の実施 □保護者会の開催 □ 危機管理マニュアルへの反映

【事後の危機管理】

している

していない

学校及び他の寮へ連絡
・発症状況を報告

・他の受配校に発生状況を確認

※共同調理の場合

意識障害や激しい嘔吐・腹痛・下

痢の症状があるか？

していない

・応答確認

例：「ここはどこ？」、

「名前は？」、

「今何してる？」

ない

ない

悪化した

寮全体で発症しているか？

寮の生徒の健康状況を確認する
・管理者へ報告（発見者） ・教職員へ周知

特定の部の生徒だけか。

他の生徒にも同様の症状が出ているか。

部屋や部が限定的か。

食中毒が疑われる症状発症

嘔吐、下痢、腹痛、発熱等

危機等発⽣！

学生寮の食中毒への対応
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２個別の危機管理［命を守る⾏動］（９）新たな危機事象への対応

近くの建物等へ避難
安全を確認し、

登下校させる
自宅待機とする
・保護者へ連絡

臨時休業及び始業終業時間の変更、引渡し等について検討・連絡
・生徒、保護者への連絡（担任） ・生徒の引渡し（担任） ・報道への対応（教頭）

情報収集・生徒の安否確認

・「国民保護ポータルサイト」の確認（教頭、不在の場合教務主任） ・生徒の安否を確認 ・保護者への連絡

避難行動指示
・全校生徒への周知、

避難行動指示

臨時休業とする
・保護者へ連絡

令和６年４月版

○有事に備え、連絡体制や校内体制の整備を図り、生徒や保護者に周知する。

○ミサイル配備や発射（発射の恐れを含む。）があった際の状況に応じた行動が取れるように訓練等を行う。

○生徒の安否確認や保護者への引渡しの方法について確認し、生徒の安全確保を図る。

対応方針

□生徒、保護者等への連絡体制の整備 □ 緊急時における教職員の役割分担の明確化

□ 状況に応じた避難方法、避難場所等の確認 □ 避難訓練の実施

【事前の危機管理】

【発生時の危機管理】

ミサイル発射情報・避難の呼びかけ（Ｊアラート）

【登校前】

□危機対応の検証 □教職員間での情報共有 □ 継続的な心のケア □ 危機管理マニュアルへの反映

【事後の危機管理】

※日本の領土や領海に

落下もしくはその可能

性がある場合

【登下校時】 【在校時】

日本の領土や

領海に落下
（可能性を含む。）

日本の領海外

に落下

日本の領土や

領海に落下
（可能性を含む。）

日本の領海外

に落下

危機等

対策本部

危機等

対策本部

危機等

対策本部

危機等発⽣！

①弾道ミサイル発射に係る対応
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２個別の危機管理［命を守る⾏動］（９）新たな危機事象への対応

警察等への通報・対処
・警察・私学法人課へ報告

・適切な対処について指示を仰ぐ。

不審物・不審者等の探索
・不審物がないか、不審者が侵入していないか（侵入の形跡がないか）の確認（校内見回り）

危機等

対策本部

警察等の指示に基づく対処
・警察・私学法人課からの指示に

基づき、生徒の安全確保の

ための適切な対応・対策を講じる

不審物があったか・不審者がいたか？

生徒の安全を確保する

・全校生徒への周知・避難誘導

緊急アナウンス 教頭 （不在の場合 事務長又は教務主任）

誘導 各担任 （不在の場合 副担任）

・全校生徒の点呼、負傷の有無等の確認

全体掌握 教頭

警察等に通報・報告する
・警察に通報 （教頭、不在の場合 教務主任）

・教職員で情報共有

令和６年４月版

○警察の指示の下、私学法人課と連携し事案に応じて適切に対処する。

○不審物がないかなど、以前と異なる状況を早期に発見できるよう、日頃から学校環境を整備し、安全点検等を

実施する。

対応方針

□警察等関係機関との連携体制の構築 □ 定期的・臨時的・日常的な安全点検の実施

□ 備品管理の徹底 □出入口の施錠 □ 福島県警察HP及び各市町HPから不審者情報を確認

□ 校内情報伝達体制の整備

【事前の危機管理】

【発生時の危機管理】

ない・なかった

緊急対応本部

状況に応じ

□不審者情報の収集(逮捕情報等） □ 関係機関への報告書作成 □ 危機対応の検証

□継続的な心のケア □ 危機管理マニュアルの反映

【事後の危機管理】

・爆破予告、生徒等の危害予告等

犯 罪 予 告

ある・あった

危機等発⽣！

負傷の有無の確認後の対応
・負傷した生徒の経過確認（養護教諭）

・生徒の登下校手段の確保（教頭）

・保護者への連絡（担任） ・生徒の引渡し（担任）

・生徒の心のケア（ＳＣ等の要請）

・情報収集、記録作成（教頭）

・保護者への説明（説明会等の対応）（校長、教頭） ・報道対応（教頭）

②学校に対する犯罪予告への対応



30

２個別の危機管理［命を守る⾏動］（９）新たな危機事象への対応

警察等への通報・対処
・警察・法務局・地方法務局へ相談する。 教頭

・私学法人課へ報告する。 教頭

被害生徒・加害生徒の探索
・他に被害生徒がいないか、加害生徒がいないかを調べる。

生徒指導部

危機等

対策本部

警察等の指示に基づく対処
・警察・私学法人課からの指示に

基づき、生徒の安全確保の

ための適切な対応・対策を講じる

情報を保存する

・被害の証拠となる情報（メール・メッセージや画像・動画な等）を全て保存する。

担任・生徒指導部 （不在の場合 学年主任）

・被害生徒から情報の収集

担任・生徒指導部 （不在の場合 学年主任）

管理職に報告する
・教職員で情報共有

令和６年３月版

○警察の指示の下、法務局・地方法務局と連携し事案に応じて適切に対処する。

対応方針

□警察等関係機関との連携体制の構築 □ 最新事例の把握（警察庁HPなどから）

□ 情報モラル教育の充実 □ 保護者へのフィルタリングサービスの必要性の指導 □ 校内情報伝達体制の整備

【事前の危機管理】

【発生時の危機管理】

緊急対応本部

状況に応じ

□不審者情報の収集(逮捕情報等） □ 関係機関への報告書作成 □ 危機対応の検証

□継続的な心のケア □ 危機管理マニュアルの反映

【事後の危機管理】

ネット上での犯罪被害発生 危機等発⽣！

事件確認後の対応
・被害生徒の経過確認（養護教諭）

・保護者への連絡（担任） ・生徒の引渡し（担任）

・生徒の心のケア（ＳＣ等の要請）

・情報収集、記録作成（教頭）

・保護者への説明（説明会等の対応）（校長、教頭） ・報道対応（教頭）

③インターネット上の犯罪被害への対応
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２個別の危機管理［命を守る⾏動］（９）新たな危機事象への対応

緊急対応が必要か？

令和８年７月版

○クマによる被害を防ぎ、生徒の安全確保に努める。

○クマの校内への侵入及びクマとの遭遇を防止するため、学校環境の整備に努める。

○保護者や警察、自治体等と連携し、生徒の安全確保に努める。

対応方針

□ 学校環境の整備 □ 警察や自治体等との連携体制の構築 □ 保護者等への引渡し方法等の確認
□ 授業や学校行事等の見直し □ 生徒への安全指導（登下校含む） □ クマ撃退スプレー在庫確認

【事前の危機管理】

【発生時の危機管理】
クマの出没情報

□ 教職員間での情報共有 □保護者及び児童生徒への情報提供 □ 危機対応の検証
□再発防止策の検討 □ 報告書の作成 □継続的な心のケア □ 危機管理マニュアルへの反映

【事後の危機管理】

必要

不要

危機等発⽣！

警察・関係機関等と連携し、最

新情報を収集する。また、必要

に応じて、保護者及び生徒へ

注意喚起を行う。

【登下校時】 【在校時】

○生徒等の安全確保
・生徒の所在確認

・屋内退避

・校舎一階の施錠

・屋外での活動制限（体育、休み時間、部活動等）

○教職員間の情報共有・対応協議
・授業時間の短縮や部活動等放課後活動の中止・変更等

○警察（110番通報）や自治体、私学法人課へ連絡

○保護者への連絡（緊急メールで連絡）

※登下校時と同様の対応

○負傷者への対応
・応急処置を行い、必要に応じて救急搬送

○その後の対応
・教職員間の情報共有・対応協議 ・保護者及び生徒への連絡（緊急メール等） ・生徒の心のケア（ＳＣ等の要請）

・情報収集、記録作成（教頭） ・私学法人課への報告（教頭） ・関係機関への連絡（教頭）

・保護者への説明（説明会等の対応）（校長・教頭） ・報道への対応（教頭）

・学校での環境整備と誘引物除去（ゴミ管理、校内外の点検、草刈りなど）

※安全が確保されるまで上記の対応を継続する。

○教職員間の情報共有・対応協議
・登下校時刻の変更や臨時休業措置の判断

○警察（110番通報）や自治体、私学法人課へ連絡

○通学時の安全確保
・警察へのパトロール依頼

○保護者及び生徒への連絡（緊急メール等）
・出没情報の正確な伝達

・登下校時の具体的な注意事項を伝達

・必要に応じて引き渡しや付き添い、見守り等の依頼

○負傷者への対応
・現場に急行

・応急処置を行い、必要に応じて救急搬送

○学校付近に出没した場合

○人等に被害があった場合

危機等

対策本部

【関係連絡先】

・石川警察署

TEL 0247-26-2191

・石川町役場 産業振興課

農林整備係

TEL 0247-26-9128

緊急対応本部

②クマ出没への対応
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２個別の危機管理 
学⽣寮での対応 
「職員の体制」 
 ・舎監も学校全体 のことを把握できるよう、舎監の打合せだけでなく、できるだけ学校に⾜を運び、 

必要な情報を 共有し、安全体制を整備していく。 
 

「避難時に必要となるマニュアルの作成と避難訓練」 
 ・各部屋の点検や避難経路、ブザーの位置、防寒 具等の確認を⾏う。   

・外出、就寝、⼊浴、⾷事など、様々な場⾯を想定し、⽇頃から、危機管理意識を⾼めるとともに、 
学校の危機管理マニュアルと連動した寄宿舎のマニュアル等の作成や避難訓練を⾏う。 

 
「消防・警察や地域との連携」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

緊急事態発
⽣ 

舎監 

警察署 
消防署 

医療機関（夜間・外来） 

事務⻑ 
校⻑ 
教頭 私学法⼈課 
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（１）教育活動の継続 
 ⽣徒の安全が確保された後は、その後の対応や対策についての⽅針と具体的業務内容を決め、教育活
動の継続について決定する。 
 

学校再開検討の流れ 
 １ 校舎内の安全な場所で学習スペースを確保する。 
   校舎が使えない場合は、オンライン授業を検討する。 
 ２ 事故等の発⽣現場の使⽤は避け、校舎の使⽤計画を検討する。 
 ３ 養護教諭・スクールカウンセラーや学校医等と連携し、⽣徒の⼼⾝の状態に配慮しながら検討 

する。 
 

（２）⽣徒の⼼のケア 
 ・急性ストレス障害（ASD：Acute Stress Disorder） 
 事故等に⽣徒が遭遇すると、恐怖や喪失体験などにより⼼に傷を受け、その時の出来事を繰り返し思
い出したり、遊びの中で再現するなどの症状に加え、情緒不安定、睡眠障害などが現れ、⽣活に⼤きな
⽀障をきたすこと。 

 ・⼼的外傷後ストレス障害（PTSD：Post Traumatic Stress Disorder） 
 ASD の状態が事故等の遭遇後、１ヶ⽉以上⻑引く場合。事故等の発⽣直後から⽣徒や保護者に対する
⽀援を⾏い、PTSD の予防と早期発⾒に努め、なるべく⻑期にわたって⼼のケアを実施する。 
 ・⼼のケア 
 被害⽣徒の保護者や教職員は、⾃らのことを後回しにしたり、⼼⾝の不調に対し鈍感になったりする
ことがあり、⼼のケアが必要になる場合が多い。被害⽣徒にとっては、周囲にいる保護者や教職員が精
神的に安定した状態を維持する。このため、⾃分⾃⾝の⼼⾝の不調に早めに気付き、意識的に休息した
り、相談したりするなど、⼼のケアが必要であることを理解する。⼼のケアが⻑期にわたることもある
ため、被害⽣徒が進学や転校した場合においても、⼼の健康状態の把握や⽀援体制等を継続して⾏われ
るように引き継ぎ等の連携を⼗分に図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３事後の危機管理［復旧・復興］ 
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３事後の危機管理［復旧・復興］ 
 

 
「学校の危機管理マニュアル作成の⼿引」より 
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３事後の危機管理［復旧・復興］ 
（３）調査・検証・報告・再発防⽌等 
 
「情報の整理と保護者等への説明、対応」 

・事故等の発⽣状況や経過、負傷者等の状況、緊急に実施した措置などを記録・整理する。 
・できる限り迅速かつ確実に事実確認を⾏い、学校側が知り得た事実は、被害児童⽣徒等の保護者に 

対し 正確に伝える。 
（被害⽣徒等の保護者への対応に当たる責任者 を決め、誠意ある事態への対処に努める） 
・保護者間に臆測に基づく誤った情報が広がることを防ぐために、被害⽣徒等以外の保護者に対して 

も、 状況に応じて、学校から速やかに正確な情報を伝える。 
（事故・事件の深刻さ等を勘案し、状況に応じて、保護者説明会等の開催など、必要な情報共有を 
⾏う。） 

・ 報道機関等へは、情報を整理し適宜提供する。（情報の混乱を避けるため、窓⼝を⼀本化） 
 
「詳細調査」 
  ・詳細調査への移⾏の判断は、保護者の意向にも⼗分配慮しながら、学校の設置者が判断する。 
  ・学校の設置者等が、中⽴的な⽴場の外部専⾨家等からなる調査委員会を設置して実施する。 
  ・調査委員会⼜は学校の設置者は調査結果を被害児童⽣徒等の保護者に説明する。 
  ・調査結果は、私学法⼈課を通して、国に提出する。 
 
「結果の公表・再発防⽌策」 
  ・調査の⽬標・⽬的に照らし、今後の学校事故予防・再発防⽌に調査結果を役⽴てる。 
  ・学校、学校の設置者等は報告書の提⾔を受け、速やかに具体的な措置を講ずるとともに、講じた 

措置 及び実施状況について、適時適切に点検・評価する。 


